
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 2 7 5 9 0 0 2 0 2 2 1 2 2 0
15 * 0 0 5 13 2 2 2 3 11 14 1 5 6 0
16 * 0 4 3 5 0 0 2 2 5 7 0 1 1 0
28 * 0 2 4 8 1 2 2 0 1 1 1 2 1 0
60 * 0 0 7 19 0 2 2 3 2 5 2 1 1 0
10 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
11 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
14 0 0 0 1 3 1 2 0 1 1 2 0 2 0 0
18 0 1 1 3 5 1 1 0 1 2 3 1 1 0 0
29 0 0 1 0 3 0 0 3 0 1 1 0 1 1 0
32 0 0 1 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
53 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
74 0 0 0 1 2 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
78 0 0 0 1 2 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 1 3 1 5 1 2 1 0 2 2 4 0 1 0
2 * 4 9 4 7 0 0 2 0 9 9 5 2 0 0
12 * 0 1 3 5 0 0 5 1 3 4 1 1 1 0
14 * 0 0 1 8 3 4 3 1 5 6 3 1 0 2
18 * 1 4 6 8 2 2 0 0 1 1 2 0 3 0
4 0 1 1 0 3 1 2 4 1 0 1 0 0 0 0
11 0 1 4 1 1 0 0 2 0 1 1 1 1 0 0
20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
43 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
99 0 0 0 0 4 1 2 1 0 3 3 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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戦評
第一ピリオド、先制点を決めたのは流通科学大学#12新宅。お互いに気迫もあるディフェンスだ。同志社大学は流科
大のデフェンスに苦しめられる。お互い、ディフェンスはマンツーマンである。しかし、同志社は負けじとこれに食らい
つく。そして、残り3分同志社は逆転する。だが、流科大は果敢に攻めファールをもらいリードを許さない。そして、流科
大は波に乗り再び差を付ける。その中、同志社の#11田村がシュートを決めるが、そのあとのディフェンスでターンオー
バーを許し得点を広げられる。そこですかさず、同志社がタイムアウトをとる。そこからお互いに一歩も譲らず、17-25で
流科大8点リードで第一ピリオドを終える。 第二ピリオド、先制点を決めたのは同志社#15谷口。そして、立て続けに＃
60神門が得点し流科大を追いかけ、同点になる。そこですかさず、流科大はタイムアウトをとる。同志社は必死のディ
フェンスで守るが、流科大#11多々良が24秒、ギリギリで３Ｐシュートを放ちこれを沈め再びリードする。同志社もまた果
敢に攻め食らいつく。しかし、流科大の流れは止まらない。そこで、同志社は#29川武#53荒谷を投入し、1点差のまま
お互いにシーソーゲームが続く。ここで同志社#0田野が３Ｐシュートを決めまた同点に追いつく。やられてはやり返し、
またやられてはやり返しの連続である。そこで、流科大はタイムアウトをとる。ここで流科大はオールコートマンツーを仕
掛ける。しかし、同志社#14高山がドライブで一気に運び、得点を重ね逆転し44-40同志社4点リードで前半を折り返
す。 第三ピリオド、お互いの気迫のこもったディフェンスで両者得点を許さない。ここで、同志社#60神門のインサイド
プレーでファールをもらう。しかし、決める事が出来ない。が、同志社#0田野がここで３Ｐシュートを見せつける。同志社
のディフェンスに流科大はなかなか攻めきる事が出来ない。ここで同志社#15谷口がリバウンドからのタップシュートで
流れを引きつける。しかし、流科大#2安藤が３Ｐシュート決め追いかける。同志社はアウトサイドシュートで得点を稼い
でいく。そして、ここで流科大、タイムアウトをとる。同志社は#60神門中心に攻め得点する。対する流科大は同志社の
ディフェンスの穴を突きシュート、３Ｐシュートを連続で決める。しかし、同志社#18井島がバスケットカウントをもらいこれ
を沈め、流れをつくる。そして、最後に同志社#14高山がファールをもらいフリースローを決め、62-51同志社11点リード
で第三ピリオドが終了する。 第四ピリオド、開始初めにシュートを決めたのは同志社#28山本。そして、連続して#16岩
附がシュートを決め差を広げる。流科大はたまらずタイムアウトを取る。しかし、同志社の勢いは止められない。同志社
#16岩附が更に連続でシュート決め強さを見せつける。流科大は同志社のディフェンスになかなか攻める事が出来
ず、外からシュートを打たされる展開が続く。そのリバウンドを確実に取る同志社。そして、どんどん点を重ねていく。す
かさず流科大タイムアウトをとる。流科大はインサイドで攻め粘りを見せる。しかし、今一つ攻めきる事が出来ない。残り
1分同志社#32佐藤が３Ｐシュート決め盛り上がりを見せる。そして最後まで流科大は必死にディフェンスしたが、追い
つくことはできず、80-64で同志社大学の勝利となった。
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